
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析結果の再評価で正しいＯＤＦ解析データが求まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＸＲＤ極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正は、無配向試料による極点図から極点処理で補正が行われる。 

   無配向試料が得られない場合、ODFPoleFigure2ソフトウエアによる計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正が 

   行われている。 

   ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行っても、ＯＤＦ解析後,ValueODFVFソフトウエアによるＲｐ％解析では 

   ｄｅｆｏｃｕｓに起因するＥｒｒｏｒが観察される場合がある。 

   どちらの場合でも、ＯＤＦ解析の正解を、Ｒｐ％が小さく、ＯＤＦ最大方位密度が大きいとした場合、 

   測定データの再評価を行わなければなりません。 

   この再評価のツールとして ValueODFVFソフトウエアに機能を追加しました。 

 

 random補正なしの Rp% 

 

 Ｒｐ％プロファイルの右側が±１．５％をはみ出す場合 ValueODFVFの再 defocus機能で修正可能 

 

    

 以下の説明では ValueODFVF(Ver2.28以降)を使用します。 

 ODFは LaboTexを用いました。 

比較 

 PoleFigure2ソフトウエアによる 

   Random試料による defocus補正による ODF解析 

   Random補正なしによる ODF解析結果から ValueODFVFによる calcdefocus後の ODF解析 

 PoleFigure2ソフトウエアによる 

   Random試料による defocus補正なし ODF解析 

   上記結果の ValueODFVFによる calcdefocus後の ODF解析 

  

 

 



Ｒａｎｄｏｍ補正結果と補正なしによる ODF解析結果と ValueODFVFによる calcdefocus後の ODF解析 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの再計算 defocus機能 

 

 選択されたデータからデ計算に使用するｄｅｆｏｃｕｓ曲線が計算される 

  

 ＯＤＦ解析に使用したＴＸＴ２データ（PFtoODF3への入力データ）を選択 

  

 再計算し、ODFFilesで PFtoODF3ソフトウエアにデータが渡される。 

 ODF計算する。 



ODFPoleFigure2 ソフトウエアによる random補正 

 

 

  Ｒｐ％とｄＲｐ％ 



 ＯＤＦ解析の最大方位密度 

 

 

 ＣＴＲによるＲｐ％（ＣＴＲでは方位密度が小さい部分は計算から削除しています） 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによる再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

Ｒｐ％ ８．８７－＞７．４２ ｄＲｐ％ ０．９３－＞０．９８ 

 再計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正ではＲｐ％が下がります。 

 



 

Random補正データの ODF図    再ｄｅｆｏｃｕｓのＯＤＦ図 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2 ソフトウエアによる random補正なし 

 

 

 

 

 



 

 

 ±１．５％をはみ出しています。 

 

 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによる再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

Ｒｐ％ １５．５０－＞９．３２ ｄＲｐ％ ０．６３－＞０．８８ 

 Ｒｐ％が改善されます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



データをまとめると 

  

 ｒａｎｄｏｍ補正を行うと、正解が得られます。 

 ｒａｎｄｏｍデータが悪い場合、ValueODFVFソフトウエアで再 defocus補正を行うことで  

 正解が得られる可能性があります。 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料がない場合、ODFPoleFigure2ソフトウエアの計算ｄｅｆｃｏｕｓ補正を行えば 

解析可能ですが、ｒａｎｄｏｍ補正を行わないで、ValueODFVFソフトウエアによる 

再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行うことで、本データでは正解が得られています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


